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モデル事業実施体制 
名称 種別 スタッフ 

横浜市総合リハビリテーションセンター  受託機関  
作業療法士 ( O T ) 3名  
理学療法士 ( P T ) 1名  

富士機械製造株式会社  メーカー  
事業開発部 2名  
市場戦略部 1名  

横浜市福祉サービス協会新鶴見ホーム  
介護老人
福祉施設 

フロア長 1名、ユニット
リーダー 2名、介護職
員 2 7名  

リハセンター関  
 全体調整  
 実証計画  
 研修開催  
 施設への訪問指導等  

富士機械製造㈱  

 H u g提供 

 研修協力 

 事業を通じたロボット改良 

新鶴見ホーム  

 介護業務の課題抽出 

 研修受講 

 利用者選定、同意 

 Hug導入 



新鶴見ホーム Hug導入ユニット 

• 2ユニット：A、B 

• 介護職員一人当りの平均移乗介助回数：30回以上/日 

• Aユニットは昨年度、同様の事業に職員5名参加 

ユニット A B 

入所者 人数(名) 24 22 

介護職員 

人数(名) 16 14 

性別比 男：女＝4：6 

年代比 20歳代が5割 

福祉用具 
ﾄﾗﾝｽﾌｧｰﾎﾞｰﾄﾞ(個) 1 1 

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｼｰﾄ(枚) 3 3 

介護職員1日当たりの 
ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｼｰﾄ使用頻度 



移乗支援ロボット 

※富士機械製造株式会社HPより 

① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 立ち上がり 移動 

立位、下衣処理 座り込み 座位 



Hugの特徴 (ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸ ﾞｼｰﾄとの比較 )  

  

Hug ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｼｰﾄ 

支援機能 
座位からの起立、着座 
立位保持、端座位保持 

座位での水平移動 

利用者の動作 
Hugの挙動に合わせて 
起立・着座動作、立位保持 

 端座位保持 

介護者 
心身機能、動作能力把握 
⇒自立支援の観点で活用 

座位能力、認知機能評価 

セッティング 
移動(総質量：65kg) 
脇パッド、足台、胸パッド、アーム 

携帯(総質量：数十g) 
敷き込み 

活用場面 
入浴(着替え、移乗) 
排泄(下衣処理、移乗) 
ベッド～車椅子間：移乗 

ベッド～車椅子間：横移乗 

※Hug：新奇な福祉機器で、介護現場に活用のノウハウが少ない 



H28年 
5月 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H29年 
1月 

倫理審査 15日 

全体会議 16日 

Hugの研修 6日～ ～31日 

利用者評価 
(2名) 

B：22日 
A：24日 

Hugの使用 
(練習・導入) 

A 

B 
各種調査 
介護業務分析 
再評価（訪問） 8、26日 17日 17日 8日、19日 12日、18

日 

連絡会 30日 15日 15日 11日 8日 13日 10日 

モデル事業プロセス 



研修準備：研修テキスト編集 



研修準備：研修テキスト編集 



研修準備：研修テキスト編集 



研修(期間7月6日～8月31日(約2か月) 

□目的： 
• Hugの機能、操作、適応、導入方法学習 

□受講者 
• A、Bユニットの介護職員26名(使用経験の

ない者全員) 

□講師 
• リハセンターOT、PT(1回あたり2～3名) 
• メーカー職員(1回あたり1名) 

□場所・用具 
• 新鶴見ホームのミーティングルーム 
• Hug2台、電動ベッド等 

□方法 
• (研修1+研修2)×11セット 
• 研修1回あたり1.5時間(1セット3時間) 
• 研修マニュアルの活用 

 
※ モ デ ル 事 業 の 説 明 等 を 除 け ば 、 約 半 分 の ボ リ ュ ー ム で 実 施 可 能  



心身機能(関節可動域、麻痺、筋力、疼痛、認知等)、動作、
ADL 、Hugの受入れ 
 Hugの使用に制限となる事項の有無・程度を確認 

利用者評価(セラピストが実施) 

Bユニット：Y様 80歳代・慢性心不全・白内障・左大腿骨頚部骨折 
パーキンソニズム、Barthel Index:20、認知症高齢者の自立度：Ⅲa、要介護5  

Aユニット：X様 80歳代・脳梗塞、両側変形性膝関節症、糖尿病 
左片麻痺、Barthel Index:30、認知症高齢者の自立度：Ⅱb、要介護5 



導入における課題  

21% 

58% 

21% 

研修直後(N=24) Hug導入直後(N=13) 

8% 

54% 

38% 
不安がある 

少し不安がある 

少し自信がある 

自信がある 

H u g 導 入 に 関 す る 自 信  
(N=14) 

練習開始時の課題(複数回答) 

 研修後約5週間経過での状況 

A 

習熟した職員 
• 入浴介助で利用 
• 排泄介助で一部利用 
• 未習熟な職員への技術伝達 

B • 操作練習 
• 排泄介助の操作手順表試作 



導入の工夫(体制、プログラム、保管場所等) 

• ユニット毎にリーダー複数人配置 
• 業務中に練習時間確保 
• プログラム 

1. 基本練習(段階づけ) 

2. 使用環境の確認 

3. 使用環境下でシミュレーション 

4. 実地練習(段階づけ) 

 段階づけ 
 習熟者(最初はリーダー)+未習熟者 

 操作方法統一：手順書、連絡帳、申送り 

• 保管場所 

• ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｼｰﾄとの 

  使い分け 



活用促進の工夫 

利用者
評価 

使用状
況確認 

改善案な
どの提示 

導入 
プラン作

成 

プラン 
実施 



導入状況(H29年12月現在) 

• X様 
 
 
 
 

※利用者・介護者の状況によりｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｼｰﾄなどと使い分け 

• Y様 

実施頻度 介助者 利用率 

入浴 週2回 2名 100% 

排泄(Pトイレ) 1日5回 2名 27%※  

車椅子~ベッド 1日2回 2名 19%※  

実施頻度 介助者 利用率 

排泄(トイレ※) 1日3回 1(～2)名 69% 

車椅子~椅子※ 1日3回 1(～2)名 33% 

※体調不良時：排泄はベッド上オムツ交換。車椅子⇒椅子移乗は行わない 



• X様：入浴での更衣、移乗(車椅子~シャワーチェア) 

効果 

上衣 
脱衣 

車椅子
⇒ 

ベッド 

下衣 
脱衣 

ベッド
⇒ 

リフト
チェア 

上衣(肌着
以外)脱衣 

車椅⇒ 
リフト 
チェア 

肌着、 
下衣 
脱衣 

従来：ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｼｰﾄ、ﾍﾞｯﾄﾞ Hug 

一連の入浴での移乗回数：従来4回⇒Hug2回 

往
路 

往
路 



• X様：入浴での移乗時間(シミュレーション) 

効果 
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従来 Hug

所要時間(秒) 

  入浴時間 更衣 入浴可能な人数 

従来 約60分 職員：ベッド上臥位で体位変換介助を繰り返し 6～7名/日 

Hug 約45分 Hug：座位～立位保持の体位変換の支援 8～9名/日 

• X様：実際の入浴 



準備 

研修：Hugの特徴、操作、適応/導入プロセス 

利用者評価・適応：利用者、Hug、使用環境をみる視点
(OT、PTが実施) 

環境整備：リーダー複数、研修・練習時間の確保、Hug使
用手順の般化・統一のツール 

導入 

活動：入浴(更衣)、排泄(下衣処理)/動作・介助負担大 

効果：活動全体で移乗回数、手順・手間、人員削減 

保管場所：使用頻度の多い場所 

利用：利用者・介護者の状況に合わせて使い分け 

活用促進：PDCAサイクル⇒利用頻度・場面の拡大 

評価・適応：OT、PTの支援 

Hugを活用した効果的な介護技術 
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